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過年度決算短信及び有価証券報告書等の訂正に関するお知らせ 
 

当社は、下記の理由により過年度の決算を訂正することとなり、本日の取締役会において訂正を行う

ことを決議いたしましたのでお知らせいたします。 
本訂正による決算短信及び有価証券報告書等の訂正につきましては、所定の手続きの後速やかに行う

予定でございます。 
  

記 
 
１．訂正の理由 
平成 24 年 6 月期の第 2 四半期に、当社は、連結子会社である WWB 株式会社（以下、「WWB」）

の全株式を株式交換により取得しました。本株式交換による WWB 株式の取得により発生した連結貸

借対照表上ののれんは株式交換時点で 635 百万円であり、その後、のれん償却により、平成 24 年 6
月期末では 624 百万円の残高となっておりました。さらに、平成 25 年 6 月期にのれんの評価をした

結果、108 百万円の減損損失額を計上し、平成 25 年 6 月期ののれんは 484 百万円としておりました。 
当社では、平成 25 年 6 月期におけるのれん評価に係る超過収益力の計算過程において、連結納税

の適用により生じる子会社からの未収法人税等を将来キャッシュフローとしてのれん評価計算の対

象範囲に含めておりましたが、会計監査人より、その評価計算の対象範囲に誤りがあることが判明し、

平成 25 年 6 月期におけるのれん評価を訂正すべきであるとの指摘を平成 26 年３月 26 日に受けまし

た。 
 
その後、当該指摘についての適否に関する検証を外部機関・コンサルタント会社と協議を重ね、ま

た、会計監査人とも審議の上、慎重に検討をした結果、のれん評価及びのれんの減損額を訂正すると

ともに、のれんの償却額等もあわせて訂正することとしました。また、前記訂正に加え、他の関連個

所を合わせて訂正を行う予定です。 
 
２．訂正の概要 
 現在、のれんの訂正期間の範囲及びのれんの評価方法について精査中であり、会計監査人より監査

を受けております。本訂正における影響額につきましては、明らかになり次第お知らせいたします。 
 
３．今後の見通し 
 本訂正による当社の当期（平成 26 年 6 月期）の連結業績の予想の修正はございません。また過年

度の個別業績の訂正についてもございません。 

    



 

株主・投資家及び市場関係者の皆様にはご迷惑・ご心配をおかけしますことを深くお詫び申し上げ

ます。 
以 上 

    


